
今シーズンのインフルエンザの状況 2017年2月7日

週別インフルエンザ報告数(2月6日までの報告です1/30～2/5が第5週です）
｜脾3週'44週'45週'46週47週48週'49週50週'51週|礎週1週'2週'3週'4週'5週'6週|合計｜

インフルエンザAl419131511218125133144163116412791561156615091130124151
インフルエンザB’11010101113111214100104131211．3143
臨床診断’’0101010111101215723133681791501201289
“ BlIOl01010101 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 2 1 012
1総診断数159131511411226137153170118713121633164815821153127491

（52週は2016.12.26～201Ⅵ1.1.までです｡）
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2月7日までに23の医療機関より2749例の報告がありました｡A型が2415例で､圃型が43例です。
第6週の旧目(2月6日)の報告数は110例でしたので､1月23日の136例よりはかなり減少しています。
また､第5週の報告数は582例でしたので､第4鋤48例がピー ｸだったと思われます。
インフルエンザBの報告が増えてきていますが､下のシーズン別のグラフより推察すると
大きな流行になることはなく､2014-15シーズンと同様にA型の流行で終息するのではと推測しています。
しかし､教育委員会からの出席停止者は2/3までの報告で766例です｡内訳は表の通りです。
例年であれば1000～1700例(罹患率は15～25鮠)の報告がありますが､2月3日までの報告でIま小学生が
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349人と少なく､今後小学校で流行が起こると思われます｡今週になり北小｡山手小などで学級閉鎖が出ています。
1月の岡山県のインフルエンザウイルス検出例I散15例でAH3(香港型)が14例です。
市内で流行中のA型もAH3と推測され､6シーズン連続のAH3型の流行です。
個人的な印象ですが､昨シーズｼA型に罹患した人は､家族内でも感染しないが軽症の人が多いようです。
しかし､昨シーズンのA型の流行は小さく､まだまだ罹患していない小児は多いので､予防対策を続けてください。

,’

(2017年2月3日報告まで）

シーズン別週別インフルエンザA報告数 施設別出席停止者数
卯
卯
”
叩
”
”
卵
的
０

８
７
６
５
４
３
２
１

「－－－－－－ ０
０
０
０
０
０
，
０

駒
”
釦
”
釦
⑪
５

３
３
２
２
１
１

■認定こども園
■■■■■

■幼稚園
ロ■■■

■小学生

■中学生
■

■ ■■函
‘｜

■J，
’’い，｜’’

－■■■■出■■

-2012-201ヨ

－201多2014

５
６
１
１
０
０
２
２
４
５
１
１
０
０
２
２

一
一 シーズン別週別インフルエンザB報告数

卯
的
、
”
０

４
３
２
１

-2016/2017 埠
叫
鐙
妬
”

０
０
０
０
０

浬
漣
婬
理
硴

１
１
１
１
１

０
０
０
０
０

２
２
２
２
２

一
一
一
一
一

ヨ

－

割 刷國割割劉劇刷割劉副劇劉割劇割期副
0mの、~、cの“ぬ“㈲寸卜。、画の
守寸寸苛叫㈲制詞一NNmmmm

剛
黒

副
用

剛
用

國
用

副
爲

副
蔦

刷
周

割
関

剛
倒

閣
胃

劇
の

割
の

副
飼

剛
尉

國
等

國
の
苛

國
尋

則
ｏ
せ

三宅内科小児科医院三宅真砂子（感染情報については当院のホームページでもご覧になれます。h辻p://imiyaiinsQia,webmediprjp/）
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